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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吐出口形成面に形成された吐出口からインクを吐出して記録を行う記録ヘッドと、該記
録ヘッドへインクを供給するために前記記録ヘッドと一体状に形成されたサブインクタン
クと、前記記録ヘッドおよびサブインクタンクを搭載し所定の記録領域およびその隣接領
域を主走査方向に移動可能なキャリッジと、前記サブインクタンクへインクを供給可能な
メインインクタンクと、前記サブインクタンクとメインインクタンクを接続し前記メイン
インクタンクと当接および離脱が可能な接続手段と、前記隣接領域に配設され前記記録ヘ
ッドの吐出口形成面に対して当接および離脱が可能なキャップ部材と、該キャップ部材を
介して前記記録ヘッドの吐出口からインクを吸引する吸引手段と、該吸引手段を制御する
制御手段とを備えているインクジェット記録装置において、
　前記サブインクタンク内のインク残量の有無を検知する第１のインク残量検知手段を備
えており、前記制御手段は、前記吸引手段に、初期充填時の吸引回復動作と、前記第１の
インク残量検知手段の検知結果によってインク吸引量の異なる２つの吸引回復動作とから
1つを選択して行わせるものであることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記メインインクタンク内のインク残量の有無を検知する第２のインク残量検知手段を
備え、前記制御手段が、前記第２のインク残量検知手段の検知結果に応じて、前記メイン
インクタンクの交換を指示するものであることを特徴とする請求項１のインクジェット記
録装置。
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【請求項３】
　前記接続手段の前記メインインクタンクと当接する部分に、前記メインインクタンク離
脱時に前記接続手段への空気の進入を防止するフィルタ部材が設けられていることを特徴
とする請求項１または２のインクジェット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インクジェットプリンタ等のインクジェット記録装置に関し、とくにサブイン
クタンクと記録ヘッドが一体化してキャリッジ上に搭載され、サブインクタンクとメイン
インクタンクがチューブ等で接続されており、インクの消費に応じてサブインクタンクと
接続されたメインインクタンクを交換可能なインクジェット記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
記録ヘッドに設けられたインク吐出口からインクを吐出させて記録を行うシリアル型イン
クジェット記録装置として、従来、記録ヘッド上にインクタンクを搭載したキャリッジを
往復走査させて記録を行うものが知られている。
【０００３】
このような従来のインクジェット記録装置では、キャリッジ上に複数の種類のインクを収
納したインクタンクが搭載される。インクタンクは、記録ヘッドからのインクだれを防止
するため、定常状態において負圧に維持される必要がある都合上、インクタンク内にスポ
ンジ等の多孔質負圧発生部材を必要とし、充分なインク量を保持するためには、インクタ
ンクの容積がインクの内容量に対してかなり大きなものとなってしまい、結果としてキャ
リッジの大型化を招いていた。
【０００４】
このような問題を回避するため、装置本体側に固定されたメインインクタンクから柔軟性
を有するチューブ等により接続したサブインクタンクを介して記録ヘッドにインクを供給
するインク供給系が用いられている。
【０００５】
このような方法を用いると、非常に簡単な構成でインク供給系が実現でき、キャリッジ上
のサブインクタンクには、スポンジ等の負圧発生部材を必要としない、内容積が１ｃｃ程
度の小型のサブインクタンクを搭載するだけでよいので、キャリッジの小型化が可能とな
る。また、メインインクタンクを記録ヘッドの吐出口面より２０～１００ｍｍ程度低い位
置に設けることで、水頭圧差によりメインインクタンク内に前述の負圧発生部材が必要で
なくなり、メインインクタンクの容積に対するインク充填効率が向上する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
メインインクタンクとサブインクタンクを接続する柔軟性のあるチューブは、ゴム製、樹
脂製のものが用いられるため、若干のガス透過性を有する。また、チューブ内も記録ヘッ
ドと同等に負圧になっているため、チューブ内には大気からチューブ壁を介して少しづつ
空気が進入し、長期放置時等において気泡が発生する。さらに、メインインクタンク交換
時にもチューブ内に気泡が進入してしまう。そして、この気泡が記録ヘッドに流れ込むと
、正常なインク滴を吐出できなくなり、印字不良が発生する。
【０００７】
このような印字不良状態を回避するために、装置の状態や使用者の指示により、吸引回復
動作が行われる。
【０００８】
吸引回復動作は、記録ヘッドの吐出口面にキャップ部材を押圧し、インク吸引手段を動作
させ、吐出口からインクを吸引して、メインインクタンクから記録ヘッドにインクを充填
させることで実現される。
【０００９】
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しかしながら、従来の装置では、この回復動作を確実に行うために、インク吸引手段が記
録ヘッドからメインインクタンクまでの全てのインク流路の体積に相当するインクを吸引
するように設定されている。このため、インク流路に残存しているインクを全て廃棄する
こととなり、実際に記録に用いることのできるインク量が減り、インクの使用効率が大幅
に低下する。
【００１０】
本発明の目的は、上記の問題を解決し、メインインクタンクから記録ヘッドまでのインク
流路におけるインクの残存状態に応じたインク量を吸引することにより、廃棄するインク
量を最小限にすることができるインクジェット記録装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　本発明によるインクジェット記録装置は、吐出口形成面に形成された吐出口からインク
を吐出して記録を行う記録ヘッドと、該記録ヘッドへインクを供給するために前記記録ヘ
ッドと一体状に形成されたサブインクタンクと、前記記録ヘッドおよびサブインクタンク
を搭載し所定の記録領域およびその隣接領域を主走査方向に移動可能なキャリッジと、前
記サブインクタンクへインクを供給可能なメインインクタンクと、前記サブインクタンク
とメインインクタンクを接続し前記メインインクタンクと当接および離脱が可能な接続手
段と、前記隣接領域に配設され前記記録ヘッドの吐出口形成面に対して当接および離脱が
可能なキャップ部材と、該キャップ部材を介して前記記録ヘッドの吐出口からインクを吸
引する吸引手段と、該吸引手段を制御する制御手段とを備えているインクジェット記録装
置において、前記サブインクタンク内のインク残量の有無を検知する第１のインク残量検
知手段を備えており、前記制御手段は、前記吸引手段に、初期充填時の吸引回復動作と、
前記第１のインク残量検知手段の検知結果によってインク吸引量の異なる２つの吸引回復
動作とから1つを選択して行わせるものであることを特徴とするものである。
【００１２】
メインインクタンクは、装置本体側に固定状に設けられる。
【００１３】
接続手段は、通常は、メインインクタンクに当接されており、メインインクタンクの交換
時に、メインインクタンクから離脱される。
【００１４】
吸引回復動作は、回復動作指示があったときに行われる。回復動作指示は、装置の状態に
よって自動的に出力される。また、使用者の回復動作の操作によっても出力される。
【００１５】
たとえば、残量検知手段の検知結果が残量ありの場合は、小回復シーケンスが行われる。
これは、記録ヘッド内のインクをリフレッシュするためにごく少量のインクを短時間吸引
する回復動作である。残量検知手段の検知結果が残量なしの場合は、中回復シーケンスが
行われる。これは、サブインクタンク内に一定量のインクを吸引するために、小回復シー
ケンスよりは多いが、比較的少量のインクを吸引する回復動作である。
【００１６】
　また、初期充填時、すなわち、装置を初めて使用する場合や装置が長時間放置された場
合は、大回復シーケンスが行われる。これは、長時間インクを吸引し、メインインクタン
クから接続手段、サブインクタンクおよび記録ヘッドにインクを充填して、印字が開始で
きるようにする回復動作である。
【００１７】
　本発明のインクジェット記録装置によれば、初期充填であるか否かと、第１のインク残
量検知手段の検知結果、すなわち、サブインクタンク内のインク残量の有無とに応じて、
適正なインク吸引動作を行わせることができる。したがって、吸引回復動作によって無駄
なインクを廃棄することがなく、インクの使用効率が向上し、メインインクタンクの小型
化、廃インクパッドの小型化、コスト削減、ひいてはインクジェット記録装置全体の小型
化が可能となる。
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【００１８】
本発明のインクジェット記録装置において、たとえば、前記メインインクタンク内のイン
ク残量の有無を検知する第２のインク残量検知手段を備え、前記制御手段が、前記第２の
インク残量検知手段の検知結果に応じて、前記メインインクタンクの交換を指示するもの
である。
【００１９】
これによれば、メインインクタンクの交換が必要になったときに、確実に交換を指示する
ことができる。
【００２０】
本発明のインクジェット記録装置において、たとえば、前記接続手段の前記メインインク
タンクと当接する部分に、前記メインインクタンク離脱時に前記接続手段への空気の進入
を防止するフィルタ部材が設けられている。
【００２１】
これによれば、フィルタ部材にインク膜が形成されるため、メインインクタンク交換のた
めに接続手段からメインインクタンクを離脱したときに、接続手段に空気が進入すること
がない。したがって、メインインクタンクを交換した後に、必ずしも吸引回復動作を行う
必要がなく、インクの廃棄量をさらに少なくすることができる。
【００２２】
たとえば、記録ヘッドに、複数のサブインクタンクが一体化され、各サブインクタンクに
それぞれ対応する複数の吐出口が形成されている。
【００２３】
また、たとえば、記録ヘッドは、分極された圧電部材に電界を作用させることにより、圧
電部材に剪断変形を生じさせ、インク室に充填されたインクに圧力波を作用させてインク
を吐出するものである。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明をインクジェットプリンタに適用した実施形態について説
明する。
【００２５】
図１はプリンタの印字部を記録用紙の搬送方向後側（上流側）から見た部分切欠き背面図
、図２は同部分切欠き平面図である。実施形態の説明において、前後左右は印字部におけ
る記録用紙の搬送方向についていうものとする。印字部において、記録用紙は図１の紙面
表側から紙面裏側に搬送されるので、図２の上側（図１の紙面裏側）が前、図２の下側（
図１の紙面表側）が後であり、図１および図２の左右が左右である。
【００２６】
図１および図２に示すように、プリンタの印字部には、装置本体の筐体(1)に固定されて
主走査方向である左右方向にのびるガイド棒(2)が設けられ、これにキャリッジ(3)が取り
付けられている。キャリッジ(3)は、図示しない適宜の駆動手段により、ガイド棒(2)に沿
って左右方向に移動させられる。キャリッジ(3)の移動領域のうち、右端部を除く領域が
、印字時にキャリッジ(3)が往復移動する記録領域、記録領域に隣接する右端部の領域が
メンテナンス領域となっている。
【００２７】
キャリッジ(3)には、記録ヘッド(4)と複数（この例では４つ）のサブインクタンク(5a)(5
b)(5c)(5d)が搭載されている。サブインクタンクは、符号(5)で総称する。サブタンク(5)
は、記録ヘッド(4)の上に一体状に設けられている。
【００２８】
図示は省略したが、記録ヘッド(4)の下面の吐出口形成面に、各サブタンク(5)にそれぞれ
対応する複数の吐出口が形成されている。そして、記録ヘッド(4)は、分極された圧電部
材に電界を作用させることにより、圧電部材に剪断変形を生じさせ、インク室に充填され
たインクに圧力波を作用させてインクを吐出するようになっている。
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【００２９】
筐体(1)内の下部に、サブタンク(5)と同数のメインインクタンク(6a)(6b)(6c)(6d)が着脱
可能に設けられている。メインインクタンクは、符号(6)で総称する。そして、メインタ
ンク(6)とサブタンク(5)の対応するもの同士が、接続手段を構成する接続装置(7)により
接続されている。図示は省略したが、メインタンク(6)は、筐体(1)に設けられたホルダに
装着され、それにより、接続装置(7)に当接して、対応するサブタンク(5)に接続される。
【００３０】
サブタンク(5)の詳細が図３に、メインタンク(6)の詳細が図４に、接続装置(7)の詳細が
図５に示されている。
【００３１】
接続装置(7)は、筐体(1)に固定状に設けられてメインタンク(6)と当接および離脱が可能
な接続ブロック(8)と、接続ブロック(8)とサブタンク(5)を接続するチューブ(9)とから構
成されている。詳細な図示は省略したが、チューブ(9)はカバー部材によって束ねられて
、保護され、キャリッジ(3)の移動の妨げにならないようになっている。
【００３２】
図５に示すように、接続ブロック(8)は直方体状をなし、１つの側面から上面に達するイ
ンク流路(10)が形成されている。流路(10)の側面側には、チューブ(9)の端部が挿入され
て、固定され、シール部材(11)により密封されている。流路(10)の上面開口部には、短い
円筒部(12)が一体に形成されている。円筒部(12)の周囲のブロック(8)の上面に、シール
部材(13)が設けられている。円筒部(12)の量路(10)の上端開口には、フィルタ部材(14)が
設けられている。
【００３３】
図４に示すように、メインタンク(6)は、略直方体状をなし、その下面に円柱部(15)が一
体に形成されている。円柱部(15)には、それを上下に貫通してメインタンク(6)の内部と
連通するインク流路(16)が形成されている。流路(16)の下端開口部は他の部分より内径が
大きくなっており、この部分にスポンジ等の多孔質部材(17)がはめ入れられている。また
、流路(16)の上端部とメインタンク(6)の内部との間には、フィルタ部材(18)が設けられ
ている。
【００３４】
メインタンク(6)内には、負圧を発生させるためのスポンジ等の多孔質部材(19)が充填さ
れており、メインタンク(6)の上壁には、大気連通穴(20)が形成されている。
【００３５】
図３に示すように、サブタンク(5)の１側面の下部に、サブタンク(5)の内部と連通する中
空状の突出部(21)が形成され、この突出部(21)の先端部にチューブ(9)が接続されている
。通常、サブタンク(5)の下側約半分の部分にインクが充填され、上側の約半分の部分が
空気層となっている。サブタンク(5)の底壁に、記録ヘッド(4)へのインク供給穴(22)が形
成されている。サブタンク(5)内のインク供給穴(22)が形成された部分と、突出部(21)側
の部分との間に、キャリッジ(3)の動作によるインクの流動が直接記録ヘッド(4)に伝わる
ことを防止する仕切壁(23)が設けられている。空気層と仕切壁(23)により、キャリッジ(3
)の加減速時のインクの流動の影響を最小限にしている。
【００３６】
メインタンク(6)の内容量は、サブタンク(5)の内容量より充分大きい。サブタンク(5)の
少なくとも突出部(21)は、透明プラスチックス等の透光性材料で作られている。たとえば
、サブタンク(5)全体が透光性材料で作られている。そして、突出部(21)に、第１のイン
ク残量検知手段を構成する第１のインク残量センサ(24)が設けられている。このセンサ(2
4)は、突出部(21)を挟んで対向状に配置された発光素子(25)と受光素子(26)とからなり、
受光素子(26)から突出部(21)内すなわちサブタンク(5)内のインク残量に応じた電気信号
が出力される。そして、これにより、サブタンク(5)内のインク残量の有無が検知される
。メインタンク(6)の円柱部(15)に、第２のインク残量検知手段を構成する第２のインク
残量センサ(27)が設けられている。このセンサ(27)は、流路(16)を挟むように円柱部(15)
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の両外側面に１対の電極(28)(29)より構成されている。図示は省略したが、メインタンク
(6)がホルダに装着されたときに、センサ(27)の電極(28)(29)がホルダ側に設けられた電
極に接触し、電極(28)(29)間に交流電圧が印加される。そして、電極(28)(29)間の容量を
検知することにより、流路(16)内のインク残量の有無が検知される。
【００３７】
メンテナンス領域に、吸引回復動作を行うためのキャップ部材(30)が上下動可能に設けら
れている。筐体(1)の下部に廃インク溜め(31)が設けられ、廃インク溜め(31)とキャップ
部材(30)との間に、吸引手段を構成する吸引ポンプ(32)が設けられている。
【００３８】
図６は、プリンタの電気的構成の主要部の１例を示している。
【００３９】
プリンタは、プリンタ全体を制御するための制御部(33)を備えている。制御部(33)には、
電源投入スイッチ(34)、内蔵タイマ(35)等が接続され、２つのインク残量センサ(24)(27)
の出力、メンテナンス指示信号等が制御部(33)に入力する。制御部(33)は、後述するよう
に、メンテナンス時に、メンテナンス指示信号、センサ(24)(27)の出力、内蔵タイマ(35)
等に基づいて、吸引ポンプ(32)を駆動する駆動モータ(36)を制御し、これにより、吸引回
復動作を制御する。
【００４０】
上記のプリンタの使用を開始するとき、メインタンク(6)がホルダに装着され、これによ
り、メインタンク(6)の円柱部(15)がブロック(8)の円筒部(12)の外側にはまって、シール
部材(13)に圧接し、これらの間が密閉される。そして、キャリッジ(3)がメンテナンス領
域の所定のメンテナンス位置に停止させられ、キャップ部材(30)が上昇して、記録ヘッド
(4)の吐出口形成面に当接することにより、吐出口が塞がれ、ポンプ(32)が駆動されるこ
とにより、メインタンク(6)から接続装置(7)を通してサブタンク(5)および記録ヘッド(4)
にインクが充填される。
【００４１】
通常の使用時には、キャリッジ(3)が記録領域を往復移動している間に、前記のように記
録ヘッド(4)の吐出口からインクが吐出されることにより、記録が行われる。そして、印
字のための記録ヘッド(4)からのインク吐出によりサブタンク(6)内のインクが消費されて
も、記録ヘッド(4)の吐出口の毛細管力により、消費された分のインクが自動的に補充さ
れ、サブタンク(5)内および接続装置(7)内が空になることはない。
【００４２】
メンテナンスを行うときには、メンテナンス位置に停止したキャリッジ(3)の記録ヘッド(
4)の吐出口形成面にキャップ部材(30)が当接し、ポンプ(32)が駆動されることにより、吐
出口からインクが吸引されて、サブタンク(5)および記録ヘッド(4)にインクが充填される
。ポンプ(32)により吸引されたインクは、廃インク溜め(31)に溜められる。
【００４３】
メインタンク(6)が空になると、そのメインタンク(6)がホルダから取り外され、新しいメ
インタンク(6)が装着される。メインタンク(6)をホルダから取り外すと、メインタンク(6
)がブロック(8)から離脱するが、ブロック(8)のフィルタ部材(14)の部分に毛細管力によ
ってインク膜が形成され、接続装置(7)内への空気の進入が防止される。そして、新しい
メインタンク(6)がホルダに装着されると、インクが充満したメインタンク(6)の多孔質部
材(17)とブロック(8)のフィルタ部材(14)が密着し、毛細管力により再度インクの供給が
可能となる。このため、メインタンク(6)を交換したときに、必ずしもメンテナンスを行
う必要がない。なお、メインタンク(6)の多孔質部材(17)には、記録用紙１ページの印字
ができる量のインクが保持されている。このため、流路(16)内にインクがなくなっても、
多孔質部材(17)に保持されているインクで印字が可能である。
【００４４】
制御部(33)は、吸引回復動作の実行指示を受けたとき、たとえば、プリンタが長時間放置
されていたことを検知した場合や、使用者からの指示があった場合に、メンテナンスを行
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う。このとき、制御部(33)は、２つのインク残量センサ(24)(27)によるインク残量の有無
の検知結果に基づいて、予め設定した動作時間または動作回数の異なる複数種類の吸引回
復動作から最適な吸引回復動作を選択し、インク吸引量の異なる吸引回復動作を行う。
【００４５】
次に、図７のフローチャートを参照して、メンテナンス時の動作の１例について説明する
。
【００４６】
メンテナンス指示があると、まず、初期充填であるか否かが調べられ(S1)、そうであれば
、大回復シーケンスが行われ(S2)、処理を終了する。初期充填であるか否かの判断は、メ
モリの初期充填動作フラグを参照して行われる。このフラグがセットされていると、初期
充填であると判断されて、大回復シーケンスが行われ、一度大回復シーケンスが行われる
と、初期充填フラグはクリアされる。また、長時間プリンタが放置された場合は、内蔵タ
イマ(35)によって、再び初期充填フラグがセットされる。大回復シーケンスは、ポンプ(3
2)により長時間インクの吸引を行って、メインタンク(6)からブロック(8)、チューブ(9)
、サブタンク(5)および記録ヘッド(4)までインクを充填して、印字が開始できるようにす
る回復動作である。
【００４７】
S1において、初期充填でなかった場合は、第２のセンサ(27)の出力より、メインタンク(6
)のインク残量の有無が調べられ(S3)、残量がない場合は、使用者に対してメインタンク(
6)の交換指示が行われ(S4)、使用者によるメインタンク(6)の交換が完了するまで待機し(
S5)、交換が完了すると、処理を終了する。
【００４８】
S3において、メインタンク(6)のインク残量がある場合は、第１のセンサ(24)の出力より
、サブタンク(5)のインク残量の有無が調べられ(S6)、残量がない場合は、中回復シーケ
ンスが行われ(S7)、処理を終了する。中回復シーケンスは、サブタンク(5)内に一定量の
インクを充填するための回復動作であり、インク吸引量は、大回復シーケンスの場合より
少ない。
【００４９】
S6において、サブタンク(5)のインク残量がある場合は、小回復シーケンスが行われ(S8)
、処理を終了する。小回復シーケンスは、記録ヘッド(4)内のインクをリフレッシュする
ための回復動作であり、インク吸引量は最も少ない。
【００５０】
上記のようにメインタンク(6)の交換を行った場合、使用者からの指示がない限り、吸引
回復動作は行われない。前記のように、メインタンク(6)を取り外しても、フィルタ部材(
14)に形成されたインク膜により接続装置(7)内に空気が進入することを防止できるため、
回復動作を行う必要がないからである。使用者から回復動作の指示があった場合は、図７
のフローチャートが実行され、上記のように、中回復シーケンスおよび小回復シーケンス
のいずれかが選択されて、実行される。
【００５１】
なお、印字の途中でメインタンク(6)のインク残量がなくなっても、前記のように、セン
サ(27)より記録ヘッド(4)側の多孔質部材(17)の部分に記録用紙１ページ分以上のインク
が残るようになっているため、印字を中断することなく、印字終了後にメインタンク(6)
の交換を指示することが可能である。
【００５２】
上記の実施形態では、メインタンク(6)内に多孔質部材(19)が設けられて、負圧を発生す
るようになっているが、サブタンク(5)よりも充分に下方に設置される場合、たとえば、
サブタンク(5)より１００ｍｍ以上下方に設置されるような場合は、多孔質部材は不要で
ある。
【００５３】
また、上記の実施形態では、メインタンク(6)がサブタンク(7)よりも下方に設置されてい
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るが、メインタンクはサブタンクよりも上方に設置されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の実施形態を示すインクジェットプリンタの印字部の概略垂直断
面図である。
【図２】図２は、図１のインクジェットプリンタの印字部の概略平面図である。
【図３】図３は、サブインクタンクの部分の垂直断面図である。
【図４】図４は、メインインクタンクの部分の垂直断面図である。
【図５】図５は、接続装置の接続ブロックの部分の垂直断面図である。
【図６】図６は、インクジェットプリンタの電気的構成の主要部の１例を示すブロック図
である。
【図７】図７は、回復動作の例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
(3) 　　　　　　　　キャリッジ
(4) 　　　　　　　　記録ヘッド
(5a)(5b)(5c)(5d)　　サブインクタンク
(6a)(6b)(6c)(6d)　　メインインクタンク
(7) 　　　　　　　　接続装置
(14)　　　　　　　　フィルタ部材
(24)　　　　　　　　第１のインク残量センサ
(27)　　　　　　　　第２のインク残量センサ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】
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